
 

鎌倉市オムニバスタウン計画概要図   

バスを利用しやすい環境の創造 

短期（平成 11年度～15 年度） 中期（平成 16年度～20 年度） 

バス運行ルートの充実と 

  公共交通相互の連携強化 

基
本
方
針 

利用者の立場に立った
バスサービスの充実 

【主要施策】 
●●鎌鎌倉倉型型ババススシシスステテムムのの創創造造  
  狭隘道路等での市民の足の確保のため、鎌倉市の地理的特性に対応

し、人と環境にやさしい「小型・低床・低公害」の車両を使ったコミュ
ニティバスや乗合タクシーの運行により交通不便地域の改善を進める
とともに、既存バス路線の見直しを行い、市民の日常生活に密着したバ
ス運行を行います。 

公共交通機関相互の連
携が図られたバス交通
体系の実現 

【補完施策】 

●フリー乗降システムの導入 

●機能的なバス停留所の整備 

●鎌倉フリー環境手形の導入 

●環境定期等の導入 

●幹線・支線バス路線の整備 

●バス運行状況案内システムの導入 

バス走行環境の総合的
向上 

バス利用圏域の拡大 

【主要施策】 

●●鎌鎌倉倉駅駅、、大大船船駅駅ででののタターーミミナナルル機機能能のの強強化化  
 ・バスターミナルの整備を推進します。 
●●乗乗りり継継ぎぎ運運賃賃制制度度のの導導入入  

・鉄軌道とバス、バス相互の乗り継ぎ割引運賃制度の導入等により乗り
継ぎの利便性向上を図ります。 

乗り継ぎシステムの充実 

【補完施策】 

●バスベイの整備 

●公共車両優先システム(PTPS)の導入 

●違法駐車対策 

●荷捌き対策 

渋滞箇所の重点的対応 

【主要施策】 

●●交交差差点点改改良良  
 ・渋滞の著しい交差点等の改良を進めます。 
●●ババスス優優先先レレーーンンのの設設置置  
 ・違法駐車の改善対策と合わせて、バス優先レーンの設置を推進します。
●●パパーーククアアンンドドババススラライイドドのの導導入入  
 ・パークアンドライド＆シャトルバスの運行を進めます。 

移動制約者が利用しや
すいバス交通の実現 

人と環境にやさしいバス交通の実現 

【主要施策】 

●●ノノンンスステテッッププババスス等等のの導導入入  
  ・人にやさしいバスの導入を促進します。 
●●低低公公害害ババススのの導導入入  
  ・「環境自治体」にふさわしいバスの導入を促進します。 
●●地地域域にに応応じじたたババスス車車両両のの導導入入 
  ・地域の需要に勘案し、既存のバス大型バス路線をミニバス路線等に

変更し、渋滞解消、排気ガスの低減、歩行者の安全確保を図ります。

【主要施策】 

●●ババスス利利用用促促進進ののたためめののイイベベンントト等等のの開開催催  
  ・市民や観光客に親しまれる公共交通を目指して、市民参加を中心とした活動を展開します。 

 

 多様化する市民ニーズに対応
して利便性の高いバス運行ルー
トの実現を図ることにより、利 
用しやすいバス路線の形成を図
ります。 
 また、公共交通相互の連携強 
化を図ります。 

 

【施策例】 

●公共施設へのアクセスバス路線
の整備 

●観光施設循環バス路線の整備 
●時間帯別運行ルートの導入 

 

 ＴＤＭ（交通需要管理）施策
と連携を図り、道路の有効活用
と整備を推進し、総合的な走行
環境の改善を進めます。 
【施策例】 

●道路改良等の整備 
●バス専用、優先レーンの設置 

 

 だれもが使いやすく、環境に
やさしいバス交通環境の実現を
促進し、市民に親しまれるバス
交通を実現します。 

市民生活に根づいた 

    公共交通の実現 

長期(平成 21 年度以降) 

 

 オムニバスタウン計画の
基本理念である「鎌倉の環
境と市民生活とが調和した
バス交通の創造」を総合的
に実現することを目指しま
す。 
 
 

バスの利用促進に向け
た意識の高揚 

基本理念 

鎌倉の環境と市民生活とが 

  調和したバス交通の創造 

親しまれるバス交通への展開 

環境負荷が小さなバス
交通の実現 

【補完施策】 

●ターミナル駅へのマイカー乗り入れ規制 

 


